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研究成果の概要（和文）：現代の教育哲学は、ポストモダニズムの影響によって、今後の教育が目指すべき方向
を語ることが困難になったといわれる。では、教育哲学はどのようにポストモダニズムを受容してきたのか。本
研究では以上の課題意識から、教育哲学のポストモダニズム受容と、ポストモダン思想の積極的な価値を検討し
てきた。ポスト構造主義のフロイト解釈を参照しつつ、啓蒙と自律という観点は、現代の教育哲学においても重
要であることを指摘した。
主な研究成果として、『教育思想のポストモダン――戦後教育学を超えて』（勁草書房、2016年12月）を出版し
た。

研究成果の概要（英文）：Due to the influence of postmodernism, educational philosophy today is said 
to have become difficult to tell the direction that future education should aim for. Then, how has 
educational philosophy accepted postmodernism? This research has examined the acceptance of 
postmodernism in educational philosophy and the positive value of postmodern thought from the 
viewpoint above. With reference to interpretations of Freud's thoughts in post-structuralism, it is 
pointed out that the viewpoint of enlightenment and autonomy is also important in educational 
philosophy today.
As a major research result, 'Postmodernism in Educational Thought: Beyond Postwar Pedagogy(Keiso 
Shobo, December 2016)' has been published.
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１．研究開始当初の背景 

 

 近年の教育学では、今後の教育が目指すべ

き理想や理念が語りにくい状況にあるとい

われるが、それは 1990 年代にポストモダン

思想を受容したことに起因するといわれる。

以上が研究開始当初の背景である。 

 

２．研究の目的 

 

 そこで本研究では、教育哲学におけるポス

トモダニズム受容のあり方を問い直し、ポス

トモダニズム以降の教育哲学において目指

すべき教育のあり方を検討することを目的

とした。 

 
３．研究の方法 
 

 大きく分けて３つの主題に沿って、研究を

進めてきた。 

 

 ①教育学のポストモダン思想受容の検討 

 

  第一に、教育学のポストモダニズム受容の

あり方を、教育哲学と教育思想史を中心に検

討した。教育哲学・教育思想史のメタ批評と

もいうべき研究である。そのため、教育哲学

会『教育哲学研究』や教育思想史学会『近代

教育フォーラム』などの学会誌を分析した。 

 

 ②ポストモダニズム以降の規範・価値・理

念の提示 

 

 第二に、ポストモダニズムの批判を受け

止めた上で、現代の教育哲学が継承すべき

規範・価値・理念のあり方を提示した。 

 

 ③教員養成・教育実践との関連 

 

 第三に、ポストモダニズム受容以降の教育

哲学／教育思想史のあり方について、学校教

育や教員養成の課題に即して検討してきた。 
 
４．研究成果 
 

 以下に研究成果の概要をまとめる。 

 

①教育学のポストモダン思想受容の検討 

 

  教育学のポストモダニズム受容のあり方

を、教育哲学と教育思想史を中心に検討した

成果としては、単著書『教育思想のポストモ

ダン――戦後教育学を超えて』を最終年度に

刊行した。これまで教育学におけるポストモ

ダン受容をまとまったかたちで検討した研

究は存在しなかったため、一定の成果を残せ

たと考えている。 

 

 ②ポストモダニズム以降の規範・価値・理

念の提示 

 

 ポストモダニズムの批判を受け止めた

上で、現代の教育哲学が継承すべき規範・

価値・理念のあり方について、『教育思想

のポストモダン』、編著『「甘え」と「自律」

の教育学』等にて提示した。 

 

 ③教員養成・教育実践との関連 

 

 ポストモダニズム受容以降の教育哲学／

教育思想史について、学校教育や教員養成の

課題に即して検討し、編著『教員養成を哲学

する』、『教員養成を問いなおす』、『道徳

教育』等にて示した。  
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